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代表取締役社長

2019年5月

株主のみなさまへ
To our shareholders

株主のみなさまには、平素より格別のご高配を賜り、厚く
御礼申しあげます。
2018年度の当社業績につきましては、労働力不足の解消を
背景とした生産の自動化・省人化の流れを受け、中期経営
計画「Dash 25（2016年度～2018年度）」の目標を1年前倒し
で達成し、売上高は過去最高を更新いたしました。しかしながら、
スマートフォン･半導体関連の投資減速や、米中貿易摩擦の
影響などによる中国経済の減速により、2019年度の経営
環境は先行き不透明な状況が続くものと予想しています。
このような状況下、当社グループはこれまでのコンポー
ネント販売にデジタルデータのソリューション提供を加え、
お客さまの課題解決に貢献するソリューションコンセプト
「i3-Mechatronics(アイキューブ メカトロニクス)」を軸に、
長期経営計画「2025 年ビジョン」で掲げる「産業自動化
革命の実現」に向けた事業活動を積極的に行っていきます。
具体的には「i3-Mechatronics」コンセプトの浸透とビジネス
モデルの確立を進めるとともに、グローバルでの開発力･
生産力の強化を図ります。また、食品･農業関連市場など
新規事業の拡大に向けた取り組みなどを通じて、企業価値
の向上と持続的成長を目指してまいります。
株主のみなさまにおかれましては、今後ともなお一層の

ご理解とご支援を賜りますようお願い申しあげます。
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モーション
コントロール
43%

ロボット
37%

システム
エンジニアリング
13%

その他
7%

売上高のセグメント別内訳 売上高の地域別内訳

日本
33%

海外
67%

その他アジア
13%
（シンガポール、
韓国等）

米州 18%
（米国等）

欧州 14%
（ドイツ、スウェーデン、
  英国等）

中国 21%

その他 1%
（南アフリカ、
 オーストラリア等）

当期における当社グループの経営環境は、期初に生産

設備の高度化・自動化の需要が旺盛だったものの、期の

半ばからスマートフォン関連の需要に一服感が見られたことに

加え、半導体関連の設備投資が急減速する状況となりました。

また、中国を中心に米中貿易摩擦の影響が拡大し、製造業

全般で設備投資に慎重な姿勢がみられるようになりました。

このような状況下、当社グループの業績は中国市場の減速

影響を受けた一方で、自動車関連の需要をグローバルで

的確に捉えるなど、総じて堅調に推移しました。

なお、地域別の状況においては、国内では半導体関連の

需要が下期に落ち込んだものの、自動車関連を中心とした

生産効率化の需要に支えられ、底堅く推移しました。米国に

おいては、工作機械関連やオイル・ガス関連などの需要は

底堅く推移しましたが、下期にかけて半導体関連の設備投資が

弱含みました。欧州は、自動車関連の旺盛な設備投資需要を

受け好調に推移し、大型風力発電関連などの環境エネルギー

分野が高い水準で推移しました。中国では、前期好調だった

スマートフォン関連の需要が急減速したことに加え、米中貿易

摩擦の深刻化や金融引締め政策による資金繰りの悪化影響

を受け、製造業全般で設備投資を控える動きがみられました。

これらの結果、当期の当社グループの業績は、売上高

4,746億38百万円（過去最高）、営業利益497億66百万円、

経常利益508億44百万円、親会社に帰属する当期純利益

411億64百万円となりました。

2018年度

4,485億23百万円
2017年度※

※2017年度が変則決算のため、前期比増減率は記載しておりません。詳細はP13をご参照ください。

4,746億38百万円
売上高

2018年度

541億26百万円
2017年度※ 497億66百万円

営業利益

■決算の概要（連結）

連結売上高
4,746億38百万円

連結売上高
4,746億38百万円
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中期経営計画「Dash 25」
Mid-term business plan “Dash 25”
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中期経営経営計画「Dash 25」(2016年度～2018年度)においては、３つの基本方針“前中期経営計画「Realize 
100」の成果最大化”“長期経営計画｢2025年ビジョン｣実現に向けた基盤構築”“Clean Power事業のコア事業化“に
基づいた企業活動を行ってまいりました。最終年度にあたる2018年度においては、新たなソリューションコンセプト
「i3-Mechatronics（アイキューブ メカトロニクス）」の確実な浸透活動を通じた、販売力・生産力・開発力の強化を
進めた結果、全社業績および財務目標については当初計画（2016年4月20日発表）を達成することができました。
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表記：　　 ＝ モーションコントロール 　　＝ ロボット  　　＝システムエンジニアリング  　　＝その他

304

配当性向 26.1％ 26.8％ 33.7％ 27％以上

300ROE 10.7％ 18.3％ 17.1％ 13％以上

300為替レート 108円／ドル  119円／ユーロ 111円／ドル   128円／ユーロ 110円／ドル   129円／ユーロ 110円／ドル   125円／ユーロ

中期経営計画「Dash 25」
16 17

2,120
（2,152）

1,633
（1,668）

529
（612）

1,399

593

1,720

 4,485
（4,645）

 541
（571）

3,948

7.7％

12.1％
（１２．３%）

営業利益率

年度実績※2
（「Dash 25」発表時）

18 年度実績 18 年度目標年度実績※3

497

10.5％

594

1,779

2,054

4,746
（億円）

※1： （ ）内の数値は、決算期が従来どおり（2017年3月21日～2018年3月20日）だった場合の参考値を記載しています。
※2： 2016年度実績は、2017年度に実施したセグメント変更に伴う影響を遡及して修正しています。
※3： 2017年度実績は、決算期変更により対象期間が2017年3月21日～ 2018年2月28日の数値です。

売上高 営業利益 売上高 営業利益 売上高 営業利益 売上高 営業利益

■ 振り返り
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■ 成果と課題

200

「Dash 25」において３つの基本方針ごとに明確となった課題に対し、2019年度における主な取り組みを以下の
通り進めていきます。

2018年12月より本格稼働を開始した次世代生産工場「安川ソリューションファクトリでは、生産現場のデータ活用などを通じた
生産の自動化を進めた結果、生産性が従来比3倍となるなど飛躍的に向上しました。今後は、当社グループのグローバル生産
拠点における展開を加速させるとともに、ビジネスモデルをこれまでのコンポーネント販売である「モノ売り」から、お客さまの
経営課題を解決するソリューション提供を行う「モノ＋コト売り」に変革し、お客さまの利益拡大を実現していきます

■ 2019年度の取り組み

●「i3-Mechatronics」コンセプトの浸透とビジネスモデルの確立

開発･生産技術の機能を事業横断的に集約し、基礎研究から量産試作の実証、そして品質管理までの一貫した研究開発体制を
構築する目的で「安川テクノロジーセンタ(仮称)」の設立準備を進め、グローバルでの開発力強化に取り組みます。また、スロベニア
のロボット新工場にて安定的な生産体制を構築し、欧州地域におけるロボット事業の拡大を図ります。

●グローバルでの開発力･生産力の強化

食品･農業関連市場を新規事業と位置づけ、取り組みを強化します。まずは国内大手のコンビニエンスストア向けに、中食分野で
の自動化･省人化を加速する目的で、アライアンスの強化を進めていきます。また、農産物の安定供給ニーズに対応するために、
野菜自動生産システム向け機器などの販売を拡充させていきます。

●リソース集中による新規事業の拡大

● 主力製品のラインアップ拡充、
 および拡販

● 営業機能統合による販売力強化
● 中国/欧州を中心に需要地生産
の拡大

自動化領域における当社製品・
サービスの競争優位性の確立

● 新ソリューションコンセプト
i3-Mechatronicsの始動

● 「食」の生産自動化事業の
本格立ち上げ（FAMS社設立）

● AIソリューションの開発子会社
 「エイアイキューブ」設立

i3-Mechatronicsを
軸としたビジネスの創出

● 大型風力発電用電機品の売上
 拡大と黒字化

● 太陽光発電向け新製品の市場投入
● 中国の合弁会社におけるEV向け
 電機品の量産開始

● グローバルでのClean Power
事業体制の再編

Clean Power事業の
安定的な収益体制構築

中期経営計画
「Realize 100」の
成果最大化

長期経営計画
「2025年ビジョン」の
実現に向けた基盤構築

Clean Power事業の
コア事業化

基
本
方
針

成
果

課
題
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トピックス
Topics

この賞は、応募企業がその年に開発あるいは実用化した新製品の中から、ものづくりの発展や日本の
国際競争力の強化に役立つ製品を表彰する制度です。YASKAWA Cockpitは、メーカーを問わず
センサーなどあらゆる機器データを管理し、稼働状況を把握します。また上位システムと連携する
ことで、稼働データから発生する問題の特定や不良分析などにAI技術を活用し、生産管理へのフィード
バックも可能です。ものづくり現場の課題解決のための新たな手法として高く評価され、今回の受賞に
つながりました。

「i3-Mechatronics」実現の中核  YASKAWA Cockpit提供開始
YASKAWA Cockpitは生産現場のデータを収集・蓄積し、そのデータを上位システムへ配信する役割を
担います。また、蓄積したデータを使用し、生産現場の稼動状態監視・診断、故障予知、機器の異常診断、品質
不良検出などをリアルタイムでおこないます。このようにデータを活用したソリューションの提供を通じて、
お客さまのものづくりの進化をサポートし、持続的な生産性の向上に貢献していきます。

○○○○○○○○○●○○○○○○○○○●○○
○○○○○○○●○○○○○○○○○●○○○○○
○○○○●○○○○○○○○○●○○○○○○○○
○●○○○○○○
○○○●○○○○
○○○○○●○○
○○○○○○○●
○○○○○○○○
○●○○○○○○
○○○●○○○○
○○○○○●

○○○○○○○○○●○○○○○○○○○●○○
○○○○○○○●○○○○○○○○○●○○○○○
○○○○●○○○○○○○○○●○○○○○○○○
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○○○○●○○○○○○○
○○●○○○○○○○○○
●（200文字）

○○○○○○○○○●○○○○○○○○○● ○○○○○○○○○●○○○○○○○○○●ビッグデータ活用・分析
Cloud/FOG

IoT・AI

モデル化・学習

YASKAWA Cockpit*2

部品投入 出　荷

MES
製造実行管理

ERP/SCM
経営管理
資源管理

Data Center/Cloud

データ配信 モデル配信

管理PC Master PLC

動きに変える

フィード
バック

フィード
バック

データでつながる

リアルタイムデータ収集&
リアルタイム実行

Edge*1

ノウハウ蓄積

＊1：リアルタイム性が求められるデータ解析とフィードバックを行うための情報処理の場所（工場や生産拠点内など、生産現場に近いエリア） 
＊2：生産現場の設備や装置のデータをリアルタイムで収集・蓄積・分析することができるソフトウェア

デジタルデータ
マネジメント

ものづくりの
自動化

i 3-Mechatronicsが
実現された工場

YASKAWA Cockpitが第61回十大新製品賞を受賞

日刊工業新聞社提供
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　当社は1915年の創立以来、「事業の遂行を通じて広く社会の発展、人類の福祉に貢献する」という経営理念に基づき、常に時代の
主力産業を支え続けてきました。現在は、「モーションコントロール」「ロボット」「システムエンジニアリング」の基幹事業を軸に、
世界最高水準の技術力とノウハウを駆使し、産業と社会の発展に貢献しています。

システムエンジニアリング
豊かな暮らしと社会を支える

P.11

ロボット
自動化により産業の生産性向上に貢献する

P.9

モーションコントロール
高性能・高生産性の機械システムを構築する

P.7

事業案内
Outline of business segments

ACサーボドライブ世界シェアトップクラス！
累計出荷台数1,800万台突破（2018年）

インバータ世界シェアトップクラス！
累計出荷台数2,700万台突破（2018年）

産業用ロボット世界シェアトップクラス！
累計出荷台数43万台突破（2018年）

大型高炉プラント用システム電機品※・
大型洋上風車用発電機
世界シェアトップクラス！
※国内においてはシェア100% （2018年）

安川インバータ 新シリーズ ACサーボ Σ-7シリーズ

人協働ロボット
MOTOMAN-HC10DT
ハンドキャリータイプ

ハンドリング用途
（多用途適用形）ロボット

MOTOMAN-GP8

新型アーク溶接ロボット
MOTOMAN-AR1440E

太陽光発電用
パワーコンディショナ

大型風力発電用
永久磁石式発電機高圧マトリクスコンバータ



セグメント別の概況
Segment information

■モーションコントロール

　当セグメントには、ACサーボモータ、コントローラ、
インバータなどの製品があります。ACサーボモータ、
コントローラは電子部品や半導体部品などの高い精度が
求められる製造装置に組み込まれ、生産設備の高度化
ニーズに応えています。インバータは産業用機械に幅広く
組み込まれると同時に、大型空調やクレーンなどの
社会インフラで利用され、きめ細かなモータ制御を通じ
た機械の高性能化と省エネ実現に貢献しています。

主要製品
● ACサーボモータ

● 工作機械用AC主軸モータ

● リニアモータ

● 各種モータ制御装置

● マシンコントローラ

● ビジョンシステム

● 汎用インバータ

● 電源回生コンバータ

● マトリクスコンバータ

事業の業績

世界の産業ニーズに応える
モーションコントロール事業

インバータ事業においては、米国におけるオイル・ガス関連
などの需要が底堅く推移するなど、売上はグローバルで堅調に
推移しました。また、お客さまの課題解決に向けたソリューション
提案力の強化による製品の高付加価値化などで、収益性は高い
水準で推移しました。一方、ACサーボモータ・コントローラ
事業においては、スマートフォン関連や半導体関連の設備投資
需要が期の半ばから急減速したことに加え、米中貿易摩擦の
影響などにより、中国の製造業全般で設備投資を控える動きが
みられたことから、業績は低調に推移しました。これらの結果、
セグメント全体においても、売上高・営業利益は伸び悩みました。

売上高 営業利益

2,054億23百万円 339億7百万円

7

安川インバータ 新シリーズ

ACサーボ Σ-7シリーズ

売上高構成比

43％
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マシンコントローラ MP3300
＋ ロボットモジュール RM100ACサーボドライブΣ-7シリーズ安川ソリューションファクトリ内観

統合司令室

i3-Mechatronics実証工場 安川ソリューションファクトリ誕生

お客さまの要求を99.9%保証するために

ものづくりとビジネスを変える次世代工場へ
トピックス

※当社従来工場比

徹底した
生産自動化

視える化・
データ活用

デジタルデータ
ソリューション

安川ソリューションファクトリの実践と効果

3倍
1
6

生産スピード リードタイム 生産効率

3倍

製造業界を取り巻く環境の変化が加速する中、当社はお客さまの
ものづくりとビジネスにソリューションを提供する新工場「安川
ソリューションファクトリ」を入間事業所内に開設。最新のIT技術と、
これまで培ってきたモーションコントロール技術を融合させた
ソリューションの形を、サーボモータ・アンプの生産工場で実践します。

安川ソリューションファクトリのコンセプトは
「ものづくりとビジネスを変える次世代工場」。
徹底した生産自動化と、安川電機のソリューション
コンセプトi³-Mechatronics（アイキューブ 
メカトロニクス）を実現した視える化・データ
活用の取り組みによって、生産性の飛躍的な
向上を達成し、お客さまの要求に応えます。

安川電機製品の性能も進化
安川ソリューションファクトリでの実証結果

を製品開発にフィードバックし、製品の性能を
向上させる仕組みを構築。こうして進化した
製品を適用することで装置が進化し、結果的
に工場全体の生産性が上がっていく生産改善
のサイクルが生まれていきます。

安川ソリューションファクトリで使用されている製品（一部）



主要製品
● アーク溶接ロボット

● スポット溶接ロボット

● 塗装ロボット

● ハンドリングロボット

● シーリング・切断ロボット

● バリ取り・研磨ロボット

● 半導体・液晶製造装置用クリーン・
真空搬送ロボット

● 人協働ロボット

● バイオメディカル用途対応ロボット

● ロボット周辺機器

● ロボット応用ＦＡシステム

事業の業績

■ロボット

当セグメントを構成する産業用ロボットは、自動車関連
市場を中心に、さまざまな産業分野において溶接、塗装、
組立、搬送などの自動化に貢献しています。当社は
ロボットを構成する機械部品やコントローラなどを自社
開発しており、高度化するお客さまの要求にきめ細かく
対応していくことで、トップメーカーの地位を築いて
います。

新たなる挑戦を続け
進化するロボット

溶接・塗装ロボットなど自動車関連向けの販売は、グロー
バルで高水準に推移しました。特に欧州市場の売上が大幅
に伸長しました。一方、一般産業分野については、前期
好調だったスマートフォン関連の需要が落ち込んだ影響に
より、売上は伸び悩みました。セグメント全体としては、
堅調な需要を背景に売上高は好調に推移したものの、中国
における一般産業分野向けの需要の急減速を主因とする
操業度の低下などにより、営業利益は伸び悩みました。

セグメント別の概況
Segment information

人協働ロボット
MOTOMAN-HC10DTハンドキャリータイプ

9

新型アーク溶接ロボット
MOTOMAN-AR1440E

売上高構成比

37％

売上高 営業利益

1,779億95百万円 172億98百万円



主な用途 ● 自動車部品などの搬送・組立、ダイカスト※ など
● 食品などの搬送・整列・箱詰め

主な用途 ● 自動車ボディーや部品のスポット溶接用途

MOTOMAN-GP12
写真は標準仕様のロボットです

※金型に溶融させたアルミニウムなどの金属を高圧で注入し製品を成形する鋳造方法

MOTOMAN-SP130 MOTOMAN-SP180H-110

生産ラインの自動化が多様化するなか、
研磨やダイカストにおける高い防滴・防じん
性や、食品を直接扱うニーズへの適合が
求められています。そのようなご要望に
応えるために、MOTOMAN-GP12、
GP50、GP600の防滴仕様タイプ、
MOTOMAN-GP12、GP25の食品
グリース仕様タイプを新たにライン
アップしました。

10

高い防滴・防じん性が求められる工種にも適用可新製品

MOTOMAN-GPシリーズの防滴仕様タイプ、
食品グリース仕様タイプを販売

電気自動車（EV）など低燃費で環境に優しいエコカーの開発が世界規模で
進められる中、アルミニウムなど従来の鋼材とは異なる新しい素材が
採用されるなど、自動車製造ラインの構成も大きく変化しつつあります。
このようなニーズに応えるため、中型のスポット溶接用途ロボット
MOTOMAN-SP130、中空構造の上アームを採用したスポット溶接ロボット
MOTOMAN-SP180H-110を開発し、ラインアップを強化しました。

MOTOMAN-SP130、
MOTOMAN-SP180H-110を発売

製造ラインの短縮による省スペース化や工程統合による高付加価値ラインの構築に対応

新製品 スポット溶接ロボット

新形中空スポット溶接ロボット

MoｔoMINI
授賞式の様子

当社の小型ロボットMotoMINIが第8回ロボット大賞に
おいて｢日本機械工業連合会会長賞｣を受賞しました。
小型かつ軽量でありながら十分な手先位置精度と加減速を
実現しており、『これまでに産業用ロボットの導入が進んで
いない様々な作業工程に導入されて
いくことが期待される点』が評価
され、今回の受賞となりました。

圧倒的な小型・軽量化を実現し、高速動作も可能トピックス

MoｔoMINIがロボット大賞
「日本機械工業連合会会長賞」を受賞
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セグメント別の概況
Segment information

主要製品
● 鉄鋼プラント用電気システム
● 上下水道用電気システム
● 各種産業用電気システム
● 高圧インバータ
● 高圧マトリクスコンバータ

● 産業用モータ・発電機
● 風力発電用コンバータ・発電機
● 太陽光発電用パワーコンディショナ
● 小水力発電用発電機
● 船舶用電機品

鉄鋼プラントシステム・社会システム分野は、国内を中心とした更新需要を的確に捉え、堅調に推移
しました。環境・エネルギー分野では、米国市場における太陽光発電用パワーコンディショナ関連の販売
が伸び悩んだ一方、大型風力発電関連の案件を確実に捉え、欧州における売上は大幅に伸長しました。
セグメント全体では、売上高は底堅く推移し、営業損益は環境エネルギー関連の再編を通じた経費削減
などにより改善し、黒字に転換しました。

594億63百万円 65百万円

事業の業績

売上高 営業利益

■システムエンジニアリング

鉄鋼・水処理プラントなどへ高度なシステム技術と
高品質な製品により最適なソリューションを提供し、
快適な暮らしと豊かな町づくりに貢献しています。
また、エネルギー変換技術を応用し、大型風力・太陽
光発電関連ビジネスを展開するなど、クリーンパワー
事業にも参入しています。

世界に誇る安川電機のシステム技術

高圧マトリクスコンバータ

● EV用モータドライブシステム
● 物流サービス

事業の業績
その他セグメントは、情報関連事業や物流サービス
事業などで構成されています。子会社の再編や新規
連結化、およびEV関連の量産立ち上げによる一時的な
影響により、売上高・営業利益は堅調に推移しました。

主要製品
■その他

大型風力発電用
永久磁石式発電機

太陽光発電用
パワーコンディショナ

EV用モータドライブシステム

売上高構成比

13％

売上高構成比

7％

317億55百万円 4億46百万円
売上高 営業利益
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現金及び現金同等物の増減額

現金及び現金同等物の期首残高

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額

現金及び現金同等物の期末残高

（単位 : 百万円）

32,832

△ 27,111

△ 8,754

109

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物に係る換算差額

自2018年3月1日　至2019年2月28日※

△ 2,924

42,213

39,289

連結キャッシュ・フロー計算書

売上高（単位:億円） 営業利益（単位:億円）

親会社に帰属する当期純利益（単位:億円）経常利益（単位:億円）

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0
2014 2015 2016 （年度）2017※

4,0014,001 4,1124,112 3,9483,948

2018

4,4854,485 500
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200

100

0
2014 2015 （年度）2016

315315

2017※

367367
304304

2018

541541
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100

0
2014 2015 （年度）2016 2017※

338338 358358 319319

2018

553553

400

300

200

100

0
2014 2015 （年度）2016 2017※

248248
223223

203203

2018

397397

4,7464,746 497497

508508 411411

業績の推移（連結）
Financial highlights

※当社は2017年度より決算期を従来の3月20日から2月末日に変更しました。この変更に伴い、2017年度の業績値は変則決算（2017年3月21日～2018年2月28日）の数字となっております。
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株式の状況（2019年2月28日現在）
Stock information

発行可能株式総数 

発行済株式の総数

資　本　金 

株　主　数 

560,000 千株

266,690 千株

305億62百万円

85,897名

金融機関
（51.2%）

外国法人等
（21.7%）

個人
（17.9%）

その他
（9.2%）

所有者別株式分布状況

配当金情報
第103期（自2018年3月1日  至2019年2月28日）配当について

1株につき　26円
1株につき　26円
1株につき　52円

中 間 配 当
期 末 配 当
年 間

当社グループが今後もグローバル企業として着実な成長を続けていくにあたり、経営情報の適時・的確な開示に
よるさらなる経営の透明性の向上を図ることを目的として、第102期(2017年度)より海外連結子会社を含む
グループ全体の決算期（事業年度の末日）を２月末日に統一いたしました。なお、決算期変更の経過期間となる
第102期(2017年度)は、2017年3月21日から2018年2月28日までとなります。

決算期変更のお知らせ

決算期変更の内容 会計期間の変遷
毎年 3月20日

毎年 2月末日

従来

変更後 3/21～3/20 2017/3/21～2018/2/28 3/1～2/末日

～2016年度 2017年度（第102期） 2018年度～
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会社の概要
Corporate data

商 　 　 号

英 文 社 名

創 立

従 業 員

取 締 役

監査等委員である取締役

（監査等委員である取締役を除く）

執行役員

役 員

事 業 所

代表取締役会長
代表取締役社長
代表取締役 専務執行役員
取締役 常務執行役員
取締役 常務執行役員
取締役 執行役員

津 田 純 嗣
小笠原        浩
村 上 周 二
南　     善 勝
髙 宮 浩 一
小 川 昌 寛

取締役 監査等委員（常勤）
取締役 監査等委員（常勤）
社外取締役 監査等委員
社外取締役 監査等委員
社外取締役 監査等委員
社外取締役 監査等委員

中 山 裕 二
塚 畑 浩 一
秋 田 芳 樹
坂 根 淳 一
佐々木 順 子
塚 本 英 巨

常務執行役員
執行役員
執行役員
執行役員
執行役員
執行役員
執行役員
執行役員
執行役員
執行役員

扇　     博 幸
善 家 充 彦
今 福 正 教
熊 谷　     彰
Manfred Stern
　
森 川 泰 彦
中 野 純 一
陣 内 信 朗
上 山 顕 治

本 　 　 社
東 京 支 社
中 部 支 店
大 阪 支 店
九 州 支 店
工 場 等

〒806-0004 北九州市八幡西区黒崎城石2番1号
〒105-6891 東京都港区海岸一丁目16番1号 ニューピア竹芝サウスタワー
〒470-0217 みよし市根浦町二丁目3番地1
〒530-0003 大阪市北区堂島二丁目4番27号 新藤田ビル
〒810-0001 福岡市中央区天神一丁目6番8号 天神ツインビル
八幡西事業所・行橋事業所・入間事業所・中間事業所

株式会社安川電機

YASKAWA Electric Corporation

1915年7月16日

連結：13,139名 （2,766名）　単独：2,817名 （237名）
※（ ）にパート、アルバイト、派遣社員、嘱託契約社員の年間平均人員を外数で記載。

Michael Stephen Knapek

（2019年2月28日現在）



事 業 年 度
定時株主総会開催月/配当金受領株主確定日
公 告 方 法
株 主 名 簿 管 理 人

毎年3月1日から翌年2月末日まで（2018年度より）〈注〉
5月 / 毎年2月末日および8月31日 （2018年度より）〈注〉
電子公告（https://www.yaskawa.co.jp/ir/）
東京都中央区八重洲一丁目2番1号   みずほ信託銀行株式会社

〈注〉当社は、2017年6月15日開催の第101回定時株主総会において「定款一部変更の件」を決議し、決算期を3月20日から2月末日に変更しました。

〒168-8507 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
みずほ信託銀行株式会社　証券代行部

住所変更、単元未満株式の買取・買増請求、配当金受取方法のご指定、確定申告、相続に伴うお手続き等

未払い配当金のお支払い

お問い合わせ先

0120-288-324

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント

を採用しています

オフィシャルサイト、“株主・投資家情報”ページのご案内

「財務・業績ハイライト」のインタラクティブチャート化や
「決算関連資料」への説明会音声、Q＆Aの掲載など、
利便性向上やコンテンツ拡充を実施しています。
ぜひご覧ください。

検索安川電機

※みずほ証券の本店および全国各支店においても、取次ぎをいたします。
みずほ信託銀行・みずほ銀行の本店および全国各支店にてお支払いいたします。

証券会社に口座をお持ちの株主さま 口座を開設されている証券会社にお問い合わせください。
証券会社に口座をお持ちでない株主さま（特別口座に記録されている株主さま） 下記連絡先にお問い合わせください。
●みずほ信託銀行 証券代行部　フリーダイヤル 0120-288-324

QRコード

QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

本冊子に記載の数値は切り捨て、比率については四捨五入しており、決算補足資料など他資料と異なる場合がありますので、ご了承ください。

株主・投資家情報をクリック




